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１． 目的 

 本研究の目的は、未経験の運動を観察している

ときの脳活動を NIRS（近赤外分光法）で評価し、

その活動度とその後に実施させる運動課題の上達

度との関係を明らかにすることにより、どのよう

なヒトが初めての運動でも速く上手くなるのか、

その特徴を抽出することとした。 

 

２． 研究方法 

１） 被験者は、片手ジャグリング運動をやったこ

とのない健康な学生 15 名で、全員右利きで

あった。 

２） 被験者は、座位で、NIRSのプローブを頭に装

着し、被験者正面に設置されたモニターで注

視点画像および課題動画を視聴した。この間

の酸素化ヘモグロビン（O2Hb）の動態を測定

した。後日、片手 2ボールジャグリング（内

回し）を 10試行×15セッション実施した。 

３） 分析：各動画観察中の O2Hb濃度の（各画像呈

示から 25秒間における）ピーク値は、注視点

画像観察中のピーク値に対する割合（％Fix）

として算出した。各動画観察中の O2Hb濃度お

よび運動課題に関して、スミルノフ・グラブ

ス検定により外れ値は除外した。O2Hb濃度を

独立変数、ジャグリングの総キャッチ数を従

属変数として単回帰分析を行い、両者の関係

性を検討した。有意水準は p＜0.05 とした。 

 

３． 結果と考察 

１）  前頭前野のチャンネル（Tx4-Rx2，Tx4-Rx4）

において、ジャグリング観察中、O2Hb濃度の

ピーク値とジャグリング総キャッチ数に有

意な負の関係が検出された（図 1，赤）。渡

邉ら（2009）は、学習の初期（認知段階）で

は前頭前野が活発に活動し、習熟するにつれ

てその活動は低下し、大脳後方領域に脳活動

が移行する（連合段階，自動化段階）ことを

報告している。実際、前頭前野では、総キャ

ッチ数が多かったヒトほどジャグリング観

察中の O2Hb濃度は低く、逆に総キャッチ数が

少なかったヒトほど、O2Hb濃度は高かったこ

とから、認知段階の前頭前野における脳活動

が高いヒトはスキル獲得までに時間がかか

り、速く獲得できるヒトほど、過去の似たよ

うな経験や観察から、既に認知段階より先に

学習段階が進んでいることが考えられた。 

２）  ミラーニューロン・システムに関連すると

考えられる Tx3-Rx3、Tx9-Rx6、Tx9-Rx8では、

統計的に有意ではなかったが O2Hb 濃度と総

キャッチ数に右上がりの関係性が見られた

（図 1，緑）。このことから、ジャグリング観

察中にこの

脳 部 位 の

O2Hb 濃度が

高かったヒ

トは、学習

前に脳内で

課題動作を

シミュレー

トしている

可能性が考

えられた。 

 

４． 結論 

本研究では、動作観察中に前頭前野の脳活動が

低いヒトほど、その運動に対して認知段階より先

の学習段階に進んでいることが考えられ、初めて

の運動でも獲得が速い可能性が示唆された。 
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図1 ジャグリング観察中のO2Hb濃度
と総キャッチ数の関係


